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優秀作・松原指月さん

梅雨晴れや店主の居らぬ喫茶店

知人の介護で心を重くしての帰宅途中に癒された風景です。休憩

をしたくて止まってみると、喫茶店のようである。花ばかりに目が

いってしまい店が見つからず、やっとたどり着くとクローズの札。

余裕のある店主なのだろうと、紫陽花の彩りを楽しんで帰った。感

謝！


